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１ 開  会  午前９時２２分 

発 言 者 内  容 （ 要  旨 ） 

教育総務課長  ただいまから令和８年度第１回富士宮市総合教育会議を開催いたします。 

 

 市長挨拶 

発 言 者 内  容 （ 要  旨 ） 

教育総務課長 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 初めに、総合教育会議の主催者であります須藤秀忠富士宮市長から御挨拶を

お願いいたします。 

 改めまして、皆さんおはようございます。本日は、総合教育会議に御出席を

いただきまして、誠にありがとうございます。 

 本日の会議は、議題が２点です。まず１点目は、教職員の働き方改革として、

業務量管理・健康確保措置実施計画の実施について、２点目は、過小規模校の

支援状況についてであります。本日の２つ目の議題であります過小規模校の支

援状況については、全校児童20人の人穴小学校を見学させていただきます。人

穴小学校は、今年度から小規模特認校制度を利用して、６人の児童が通われて

いるとのことですので、その児童の様子や複式学級のある小学校の授業の様子

を拝見し、今後の学校の在り方について共通理解を図りたいと思います。 

 以上、簡単でありますが、私の挨拶とさせていただきます。よろしくお願い

します。 

 ありがとうございました。 

 それでは、早速議事に入ります。ここからの議事進行につきましては、須藤

市長、よろしくお願いいたします。 

 

２ 議 題 

 （１）業務量管理・健康確保措置実施計画の実施について 

発 言 者 内  容 （ 要  旨 ） 

市長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

それでは、次第に基づきまして議事を進行いたします。 

議題１、教職員の働き方改革として、業務量管理・健康確保措置実施計画の

実施についてであります。 

 学校教育課から説明をお願いします。では、お願いします。 

それでは、よろしくお願いいたします。今年度からスタートいたしました富

士宮市立小中学校教職員の業務量管理・健康確保措置実施計画についてご説明

申し上げます。 

本日は、別冊でご用意をさせていただいております。まず初めに、本計画の

背景でございます。学校は、こどもたちが学び成長する大切な場所であり、そ 
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の教育を支えているのは、日々こどもと向き合う教職員です。教職員が心身と

もに健康でやりがいを持って働くことがこどもたちの学びの質の向上につなが

ります。しかしながら、近年、教育課題の多様化により、学校や教職員の業務

は拡大、複雑化し、本来注力すべき授業やこどもを理解にするに十分な時間を

確保することが難しくなっている現状がございます。こうした状況を踏まえ、

本市では、これまでも働き方改革に取り組んでまいりましたが、今回改めて計

画に取り組むため、本計画を策定したものでございます。 

２ページを御覧ください。次に、本市の現状について申し上げます。これま

での取組により、時間外在校等時間は減少傾向にあります。例えば小学校では

月平均40時間から32時間程度へ、中学校でも47時間から40時間程度へ改善して

おります。一方で、依然として月45時間を超える教職員や、特に教頭など長時

間勤務となりやすい職種も見られ、さらなる改善が必要な状況でございます。

そこで、本計画では明確な目標を設定しております。まず、時間の面では、月45時

間以下、年間平均30時間程度とすることを目指しています。加えて働きやすさ

の面では、年次有給休暇の取得日数を10日以上に、また教職員が授業にやりが

いを感じ、生き生きと働けている状態を100％とすることを目標としておりま

す。 

次に、３ページを御覧ください。具体的な取組についてでございます。本計

画の大きな柱は、業務の見直しでございます。文部科学省が示す業務の３分類

を踏まえ、業務を①、学校以外が担うべきもの、②、教師以外が参画すべきも

の、③、教師の業務だが、負担軽減が必要なものに整理し、それぞれ改善を進

めてまいります。例えば地域にお願いできるものとしては、通学路の見守りや

昼休み等の見守りなどについて地域や保護者の協力をさらに進めてまいりま

す。また、教職員以外の力を活用するものとしては、部活動の地域展開や施設

管理の効率化などを進めます。さらに、教師が担う業務についても、ＡＩの活

用による授業準備の効率化や学校行事の精選などにより、負担軽減を図ります。

あわせて、学校内部の改善として、会議の精選や校務分掌の見直し、電話対応

の工夫など、日常業務の見直しを進めます。電話対応の工夫に関しましては、

５ページにも本計画の中に示させていただき、上から３つ目のポツですが、保

護者等から過剰な苦情や不当な要求から教職員を守るため、令和８年度から順

次市内全小中学校の電話機に最初に録音の了解を得るための音声メッセージが

流れる機能を設置するということで、これにつきましては早速先行導入という

ことで、６月８日からは富士宮市立西小学校の電話機において録音告知のメッ

セージが流れるような設定をしております。具体的には、こちらは富士宮市立

西小学校です。本校では、通話内容を正確に確認し、より丁寧な対応を行うた
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め、普通は録音させていただいておりますというようなメッセージが最初に流

れるようになります。今後、小学校４校、中学校２校が導入される予定でござ

います。 

次に、５ページを御覧ください。健康確保の取組でございます。長時間勤務

者に対する医師面接の促進や勤務間インターバルの確保、ストレスチェックの

活用などにより、教職員の心身の健康を守る体制を整えます。また、学校閉庁

日の設定や休暇取得の促進など、働き方そのものの改善に取り組んでまいりま

す。 

最後に、今後の進め方です。取組の状況は、毎年度確認し、時間外在校等時

間の状況を公表するとともに、本会議においても報告してまいります。必要に

応じて学校への支援の見直しを行い、着実に改善を進めてまいります。本計画

は、単なる労働時間削減ではなく、教職員がこどもと向き合う時間を確保し、

教育の質を高めるためのものでございます。その実現のために、学校だけでな

く、家庭、地域、そして市長部局との連携が不可欠でございます。引き続き、

本市のこどもたちのよりよい学びの実現に向け、ご理解とご協力をお願い申し

上げます。 

以上で説明を終わります。 

ありがとうございました。 

事務局からの説明は終わりました。 

教育委員の皆様、ご質問やご意見等をお願いいたします。 

今日は人穴小学校で総合教育会議ということで、まず車から降り立って、爽

やかな空気と環境整備の本当にすばらしさに感動しているところ、久しぶりに

人穴小学校に来たのですが、こんな場所で会議ができるのは幸せだなというふ

うに思っています。 

孔子の言葉に衣食足りて礼節を知るということわざがあるのですが、環境に

よって人間の教育がやはりとても大事だという言葉なのですが、こういった目

に見えないこどもへの支援の場というのもすごく大事だなというふうに思って

います。教育職にいると、学校が小さいからとか大きいからとか規模にかかわ

らず、教員というのは本当に一人一人のこどものためによりよい教育をなし得

たいという思いで一身に働くものですから、やはりその大変さ、目に見えない

ところでいろんなご苦労があるのだろうなというふうに思っていますが、本当

に環境整備一つとっても充実した教育がなされているのだろうなというふうに

推察しながらお話を今日伺うことができるかなというふうに思っています。 

今ご説明いただきましたが、月曜日の定例教育委員会の中でも支援員配置等

の説明を学校教育課参事さんからお話をいただいて、本当に本市、富士宮市で
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は手厚い行政支援がなされているなということで心から感謝をしています。今、

学校教育課長から市長部局との連携というお言葉もいただきましたが、本当に

大切な支援であると。本来は教師が行うべき仕事であるけれども、そこに手が

入っていろんな支援をしてくださるということがこどもにとっても教員にとっ

ても非常にありがたいことであると。人は人で育てるというふうに言いますの

で、ＡＩ等も発達してきて、これからますますというお声もあるところなので

すが、培ってきた教育の内容と質を本市は確保しながらの改革というのは、働

き方改革等含めて非常に難しいところではないかなというふうに感じています

が、一番大事なのは、やはり人材の確保、それから人材をいかに柔軟に配置し

ていくかというところに尽きるのかなというふうに私は思っていまして、今後

大きな課題としては、こどもの数は減っていくのですが、こども一人一人の教

育に対する対応の深さというのは限りがないので、本当に温かな言葉の中でこ

どもを育てるという環境をいかにつくっていくかという点で、やはりこれでい

い、この人数でよいということはないと思いますので、皆さんに知恵を絞って

人材の確保をしていっていただけるとうれしいなというふうに思っています。

市役所の職員を見ていても、やはり育休だとか産休だとかお取りになって若い

方が安心してお仕事ができる環境は、学校もそうなのですが、人手があるかな

いかに大きく関わってくるかと思いますので、また私たちみんなで力を合わせ

てそんなことも大きな視点として考えていけるとよいかなというふうに感じて

います。 

以上です。 

ありがとうございました。 

続きましてお願いします。 

本日は、このような会議を設定していただきましてありがとうございます。

まず車から降り立って、空気の爽やかさに感動したところであります。そうい

う意味では、小規模特認校のうたい文句に空気のきれいな学校というフレーズ

もいいのではないかなというふうに思ったところです。今回の計画につきまし

ては、文科省の指導により、各自治体で策定することということで進められて

いるものと理解しております。その中で、先般も話ありましたが、先生方の現

状の中で教頭先生の拘束時間が非常に長いということで、ある意味一定の規定

を超えるような状況が長年放置されてきているということについて話がありま

した。私も特にお願いしたわけですが、当市の計画については、そこにちょっ

とスポットを当てた形で、教頭先生の働き方改革に関わるところを何項目か中

に入れていただいています。非常にありがたいといいますか、時にかなってい

るだろうというふうに思います。特に学校運営の様々な様子が多様化する中で、
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例えば地域の問題だったり、あるいはコミュニティ・スクールだったり、ある

いは市、教育委員会との関係だったり、様々なことについて教頭先生が一手に

それを引き受ける最初の窓口になるといったようなことが考えられておりまし

て、様々な形での省力化といいますか、あるいは合理化といいますか、工夫を

していく必要があるでしょうけれども、具体的にそれを計画の中でも教頭先生

の在校時間を実際に縮めていく具体的な数字だったり、あるいは有給休暇の取

得日数を教頭先生に絞ってスポットを当てた努力目標を挙げてもらっていると

いうようなことについて大変優れた計画なのだろうというふうに考えていま

す。 

先ほど学校教育課長のほうから説明ありましたけれども、電話のメッセージ

なんかも全くそうで、苦情といいますか、様々な要求を受け入れるだけで膨大

な量になっているのだろうというふうに思いまして、そういった点で先生方は

全般、その中でも教頭先生にそこが負担かかっているというふうに思われると

ころをそれを解決しようということで話がありました。ちょっと遅きに失した

かなという気がしているのですけれども、その辺についてもこれから進めてい

くのは非常にいいことだと思います。なお、具体的な内容を聞いて思うのは、

録音させていただきますの後に、氏名等連絡先を伝えた上でご意見を伺いたい

というようなことを入れたらどうかというふうにも思いましたので、まだ始め

たばかりですからこれからいろいろ工夫していっていただきたいと思います。 

特にその他で特別支援教育相談員の拡充を４ページに挙げていただいていま

す。これは定例教育会議でも話をさせてもらいましたが、富士宮市の場合は市

費による支援員の配置ということで、他市よりも優れた形で、市町村の裁量と

して予算を取っていただいたということで承知しています。今後、これは大切

な富士宮市の教育の特徴となりますので、これからもぜひ市長部局のご支援を

お願いしたいというふうに思っています。 

以上です。 

ありがとうございました。 

続きましてお願いします。 

お願いします。皆さんおっしゃったのと同じように、私もここに降り立って

空気のきれいさと、あと緑のきれいさに感動しました。ふだん道路を走って横

切ることはあるのですけれども、実際に中に入ったのは初めてでしたので、と

てもいい環境のところだなというふうに思いました。 

今回のこの業務量管理・健康確保措置実施計画ということで拝見させていた

だいて、先ほども教育委員もおっしゃったように、教頭先生の業務量がかなり

多いというところがやはり気になりまして、この業務の３分類の中で、学校以
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外が担うべき業務というところで大きく変化をつけられることができるのでは

ないのかなというふうに感じています。今、中学校の部活動なんかも地域展開

に向けて協議を重ねているところですので、そういったところで業務全体が動

いていくといいのかなというふうに感じています。 

それから、本当に取り巻く環境が大きく変化する中で、やはりいろんな部分

でアップデートをしていかなければいけない時代なのかなというふうに感じて

います。当たり前にあったものを変えていくということは、かなり労力が必要

なことだとは思いますけれども、本市が掲げているウェルビーイングの向上と

いうところで、やはりこどもたち一人一人、それから先生方もそういったとこ

ろを目指すために大きく踏み出してほしいなというふうに思っています。子育

てをしている保護者の方々も先生方もこどもたちのためにひたむきに頑張って

いらっしゃいますので、最後の終わりにのところの文章を読ませていただいた

ときに、こどもたちのために皆が同じ気持ちを持って教育に関わっていただけ

たらとてもすばらしいことだなというふうに感じました。 

以上です。 

ありがとうございました。 

続きまして、お願いします。 

よろしくお願いいたします。委員の皆さんおっしゃるとおり、私も今日、人

穴小学校に来ることをとても楽しみにしておりまして、ちょっと時間よりも早

く到着し、グラウンドを見させていただきました。とてもきれいな芝の中に、

また裏のほうには多分こどもたちが植えたサツマの苗がありまして、自然豊か

な学校で日々こどもたちが幸せに学んでいることをよく見ることができまし

た。そういう中でも学校というものが、先生方がこどもに向き合う時間、それ

が一番大事だと思っています。今日もご説明いただきました働き方改革、これ

は一般企業でも重要ポイントになっていまして、企業の存続があるかないか、

そういう大きな問題です。学校において、今この取組をするということは大変

重要なことですし、また教頭先生に特化して、そこの改革を進めていくという

のも効果が大変顕著に出てくると思います。 

今後については、これはあくまでも一般社会、会社のやり方なのですが、働

き方というよりも毎日の仕事内容をリサーチする。そこから何かを見出してい

って、効率よく時間短縮できるかどうかを検討するというのが普通の会社のや

り方なのですが、もしそれが学校にも取り入れることができるのであればぜひ

そうしていただきたいと思います。 

仕事の見直しというお話をお聞きしたのですが、仕事の見直し、イコール仕

事の分散化、もしくは仕事の廃止をしていかなければならないかなと個人的に
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は考えています。今まで続けてきた仕事を見直すということはできるのですが、

それをほかの部署、ほかの方に振り分けるというのはなかなか大変なことで、

ましてや仕事を辞めるということも、これもまた大変なことになりますが、そ

れをやっていかなければ仕事の改善というのにつながってこないと思いますの

で、ぜひそういう取組もご検討していただければ幸いだと思います。 

以上です。 

ありがとうございました。今、４人の委員さんからいろんなご意見を伺った

わけでございますが、一通り回っただけであって、まだまだ話し足りないこと

がたくさんあるのではないかと思います。どうぞご自由に意見は述べていただ

いて、そして至らないこともどんどん言っていただければありがたいと思いま

す。 

４ページに、学校における、一番下ですね、措置の推進という項目があるの

です。もうこれ今年実施してくださったのですよね。入学式が少しゆとりを持

って遅くスタートした市内の学校の様子を見ていて、真に必要な時数となるよ

うに設定をしてくださって、そういった取組が実際に行われていると。なかな

か難しいなと思うのは、もう一つの丸ポツのほうで学校行事等の教育活動の見

直しということで、実はカリキュラムマネジメント、そこに書いてあるように、

身につけたい資質能力につながっているかという視点で、いま一度きちんと学

校の行事を精選して見直すということが実はすごく大事なことなのですよね。

例えば運動会は別に学習指導要領に定義されているわけでも何でもないのです

が、地域の方、保護者も、旧態依然、昔からずっと日本式の学校教育の中で、

皆さんのお声を聞くと必要だというふうに思われて実施しているのですが、最

近少し変わってきたのがコロナの以降ですか、半日実施で給食を食べて少し物

寂しいような気持ちになる場合もありますが、でもそれでこどもたちの常日頃

の保健体育学習の成果発表ができて、しかも負担軽減等ができるのであればそ

れでよいことはないし、マラソン大会にとっても、学習指導要領のどこを見て

も６キロ走れとかそんな項目は小学校も中学校もないのです。１キロにしろ何

にしろ。もし万が一大きな事故につながったときは、その行事設定すら恐ろし

い責任問題になってくるので、いつも昔からあるマラソン大会、根性論で私た

ちも何十キロとか何キロとか走ってきましたけれども、今それをやってこども

の心身を害するようなことがあると大変心配をしています。そういった意味で、

文化祭だとか体育祭だとか遠足だとか家庭訪問、家庭訪問も大分見直されてき

ましたけれども、本当に必要なものって何かということで、学校自体がきちん

とその学校の特色づくりを踏まえながらカリキュラムをもう一度練り直すとい

うことが、いま一度きちんと踏み込んでいく必要があるのかなと思うところが
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あります。 

もう一つは、部活動等もそうなのですが、やはり教員自身がやらなければな

らない。こんなにすばらしい取組の資料を作ってくださったのですが、どうし

ても教員って、どんなに時間がかかって、どんなに時間超過しようが、こども

のためなら何か分からないけれども喜びを感じながら一生懸命取り組んでしま

うというところがあって、うちへ帰ってキュウリを台所で刻みながらずっと学

級のこどもたちのことを考えているみたいな日々ってたくさんあったような気

がするものですからそういった教員自身の意識改革というものもやはり研修等

の中で行っていく必要があるのかもしれないと。それによって教育の質が落ち

るということがあってはならないことだと思いますが、決して専業主婦のお母

さんが子育てがいつもすばらしい、たくさんこどもに向き合っているからでは

ないですよね。仕事をしているお母さんでもお父さんでも、こどもと向き合う

時間が少なくても子育てはきちんとできているということを考えると時間の多

さだけがよりよい教育ではないということは重々承知していますが、それでも

やはり一つ一つ私たちが仕事の内容を見直すという視点で、教員自身もそうい

った研修を行う必要があるかなというふうにも感じていますし、学校全体の中

でカリキュラムの見直し、それからＰＤＣＡで学校評価をするのですが、きち

んとそれを公表していくのですが、学校評価の目標自身が本当に教員が、学校

が行うべきことなのかなと思うような項目があるように私は感じていますの

で、統一目標等の評価項目もいま一度もしでしたら見直しをしていただけると

よいなと切に思っています。 

以上です。 

教育長、どうぞ。 

行事の見直しというところで最近、そんなたくさんではないですけれども、

学校訪問に行って耳にするのですけれども、例えば運動会とかが以前は１日や

っていたではないですか。教育委員がおっしゃったように、それを通してどう

いう力をつけたいかということで学校は精選したりとかというふうにしていく

わけですけれども、保護者のほうはなかなかそういう意識が伝わっていなくて、

昔みたいにお弁当を持ってきて１日やらせてもらいたいという、あのときはよ

かったというようなお話をされてくる保護者の方も結構いらっしゃるというこ

とで、なかなかその辺の学校が進めたいことと地域、保護者の方が学校に求め

る、要望するというところがちょっとギャップがあったりするところがあるも

のですから、そこをどういうふうに埋めていくかということも一つこれを進め

ていく上での課題なのかなということを感じているところです。どうしたらい

いかってなかなか難しいところでありますが、すみません、口を挟んでしまっ



 

9 

 

市長 

教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育委員 

 

 

 

 

 

 

教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て。 

適宜意見を言ってください。 

 今の話に関連しますけれども、やっぱり今後この計画を具体化するに当たっ

て大事なのはコミュニティ・スクールだと思うのです。つまり運営協議会はど

ういうふうに育てていくか、あるいは利用するか、あるいはともにリンクして

いくかということだと思うのです。苦情の件もそうですし、今の話のように父

兄に伝えることなんかを具体的に進めるときに広報だけとか、あるいは先生と

個人的な付き合いだけではなくて、コミュニティ・スクールの中でその議題を

投げて地域の意見を持ってきてもらう。そういう使い方がきっとできるのでは

ないか。今までより違った方法として、そんな点で使っていただいたらいいと

思います。ただし、それをみんな教頭先生に丸投げしては駄目です。教頭先生

の負担になってしまうから。そこはさっきの話と同じ点になりますけれども、

そんなふうに、６ページに書いてある、学校運営協議会における協議などを踏

まえつつというところがありますが、ここはやっぱりゴシックで書いて、もう

少し強く表現してもいいのではないかと私は思っています。 

以上です。 

ありがとうございます。 

すみません。１つお聞きしたいのですが、次に80時間を上回るというところ

で一定数の数があるのですが、５ページのところにも１か月80時間を超える月

が複数ある教職員に対して医師による面接を促すというふうに書いてあります

けれども、この時間を超える以前に手を差し伸べる方法があるのかな。例えば

一時的な行事によるものなのか、年間を通してなのか、単独の先生に限ったこ

となのかどうなのかな。役割の負担がないような取組をしていただきたいなと

いうふうに感じました。 

先ほどのお話の中で、私は部活動についてなのですが、学校の先生方の働き

方改革において、こどもたちとの教育の大切さが部活動の中にはあると思いま

す。それを外部委託するというのは賛成ですし、そうしてほしいというお願い

をしたいところなのですけれども、やはり学校サイドと保護者との温度差等が

あると思います。そこをどう埋めていくかによって、外部委託が早い段階で外

部に渡せるのか。そうではなくて、なかなか外部に渡すことができないのかと

いうところも出てくると思いますので、今度の土曜日からですか、中体連が始

まりますが、私も中体連の会場をちょっと回って保護者の様子とか、そういう

こどもたちの様子を見てみたいと思います。そういうことを考えながら、今後

外部委託を進めていただきたいなという要望になります。 

以上です。 
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ありがとうございました。まだまだこの議題１についてはご意見もあろうと

思うのですけれども、時間の割り振りもありまして、時間の都合でこの程度に

とどめておきたいと思います。 

 

（２）過小規模校の支援状況について 

発 言 者 内  容 （ 要  旨 ） 

市長 
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 それでは、議題２として、過小規模校の支援状況についてであります。 

 人穴小学校の校長から人穴小学校の現状について説明をお願いいたします。 

 失礼します。本日は、お忙しい中、須藤秀忠市長様、望月俊伸教育長様をはじ

めとする多くの教育委員会の皆様、ようこそ人穴小学校へおいでくださいまし

た。ここ、人穴小学校は、学校教育目標に、「自らをきたえ 共に生きる子」を

掲げ、主体的に学び合う力を育み、ともに伸びゆく学校づくりを学校運営目標と

して、令和８年度をスタートしました。私は校長として、どうしたらこどもたち

が主体的になって学び合う力を育むことができるだろうかを考えました。主体性

を引き出すには相手意識を明確に持たせる必要があるのではないか。関わり合う

力を育むためにも、関わり合う機会を意図的に設けて関わり方を学ぶ必要がある

のではないかなどと考えまして、まずは名前を呼び合うことと同じ釜の飯を食う

ということから今年度スタートしました。全校児童と職員の顔写真入りのワーク

シートを配って名前を書き入れる活動を行ったり、学習室をランチルームに改装

したりしました。私の提案に乗ってくれたこどもたち、そして私の思いを形にし

てくれた職員、20名のこどもと９名の職員は、毎日名前を呼び合って挨拶を交わ

したり、一緒に給食を食べています。給食の時間には、誰かの誕生日をみんなで

お祝いもしたりしています。とても楽しい時間が流れており、幸せだなと感じて

おります。 

さらには、「人穴小をもっと楽しくするために」というテーマで１年生から６

年生までが全校話合い活動を行い、自分たちの生活ルールを決めたり、イベント

を開催したりして、こども主体の活動を行っております。ある子から出された着

替えをする場所が欲しいという意見を採用して、教材室を整備して更衣室を造っ

たりもしました。その子は自分の提案したことが形になっていくことがすばらし

いことだという実感を持ち、主体性を高めています。令和８年度がスタートして

まだ２か月半ではありますが、このようにどの子もどの職員も生き生きはつらつ

と教育活動に取り組んでおります。 

ある先生が、小学校の先生の仕事はこどもたちの心に種をまくことだとおっし

ゃっていました。それと同様に、私は、学校は思い出をつくるところだと思って

おります。令和８年度は、職員９名中、５名が入れ替わった人穴小ではあります
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が、14名のもともと人穴に住んでいる子と６名の特認校制度を利用して通う子の

計20名、さらにたくさんの思い出をつくっていけるようにと考えております。先

ほど申し上げましたが、令和８年度からスタートし、全校児童20名のうち、６名

が特認校制度を活用しております。どの子も学校生活に慣れ、欠席はほとんどな

く、毎日笑顔で過ごせています。こどもが人穴小に来てよかった、保護者が人穴

小を選んでよかったと思えるよう、職員はチーム人穴となって日々の教育活動に

取り組んでおります。 

小規模校であっても、学校を運営していく上では大規模校と同様な校務分掌を

こなしているわけですので、教師１人が担当する校務分掌というものは非常に多

いです。特に校長と教務主任においては、それに加えて特認校制度についての問

合せの対応や推進員とのやり取り、区長さんをはじめとする地域の方々との連絡

調整、今後の人穴小学校の在り方についての話合い等々を考えますと、業務量と

いうものは確実に増えております。本校は、令和４年度をもって教頭職がなくな

りましたので、校長は今、教頭職と兼ねて事務処理、施設管理、職員研修等を行

っているという状況であります。これらについては、先日実施しました学校運営

協議会においても、地域や保護者の代表、推進員とも情報を共有しておりますが、

先ほど学校教育課長からの説明にあったとおり、令和８年４月14日に出されまし

た富士宮市立小中学校の教職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画が働

き方改革の一層の推進を図り、教職員の心身の健康と、働きやすさや働きがいを

目指しているということを考えますと、今後特認校として人穴小の職員が背負っ

ていく保護者、地域からの期待と業務量とのバランスというものをどう保ってい

けるか、バランスを図っていけるかという点で、そこが一番大きな課題であると

受け止めております。 

今後の見通しとしましては、３つのことに取り組んでいきたいと考えておりま

す。１つは、校長の学校運営ビジョンへの理解を、職員、こども、保護者、地域

の方ととにかく対話を通して深めていくということ。２つ目は、教育環境を整え

る。整理整頓、探し物をしたりするような時間をとにかく減らして教育環境を整

えていきたいなと思います。３つ目は、余白をつくることだと考えております。

学校と教師の業務の３分類による業務整理、庁内会議の精選、資料の簡素化など

を行い、月間の時間外勤務時間を全職員30時間以内を目指したいと思っておりま

す。ちなみに、今年度４月は35時間、５月は22時間が平均でした。ただし、校長、

教務主任、事務職員については45時間を上回っていたというような状況でありま

す。 

こうした状況を鑑みまして、今後特認校を継続していく上でぜひお願いしたい

なと思っていることがございます。それは、学校と教師の業務の３分類で、学校
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以外が担うべきことの部分に当たるかと思いますけれども、大きく分けて２つで

す。１つは、入学の条件に関することです。保護者の送迎というのは条件として

なっているわけですけれども、ＰＴＡ活動への参加というものがこの学校に通っ

てやっていく上では重要な要素になってくるのではないかと思われます。 

また、特別支援学級からの転入ということが問合せであるわけなのですけれど

も、そういったことについても転入はできないよということの話であったり、そ

れから小学校に上がる前に就学支援対象児童、療育センターとかに通っている子

たちからの問合せもかなりあります。ここは特別支援学校ではないので、そうい

った子たちの要求についての一線を引くという部分で、そういったことで入学の

条件というものを明記していく必要があるのかなと思います。 

それから、もう一つは、人的支援をお願いしたいなと思います。こどもへの愛

情にあふれ、勤務状況良好な教師の配置を今後もよろしくお願いしたいと思って

おります。 

それから、１年生が入ってきた場合、こども支援員さんをつけていただけると

非常にありがたいなというふうに思います。 

また、最後に、特認校制度の窓口を保護者の推進員さんが担っているわけなの

ですけれども、ここのところが学校も含めて、結果的には窓口は学校、教育委員

会なので、窓口をどういうふうに持っていくかというところの組織づくりを進め

ていく必要があるのかなと思います。 

長くなりましたが、以上になります。よろしくお願いします。 

ありがとうございました。 

これからの予定の進め方なのですけれども、今須藤校長から人穴小学校の現状

についてのお話ございました。それについて10分ほど質疑をさせていただいて、

それからまた教室を見学させていただいて、現状を見させてもらうと。それでま

た戻ってきて、それで今度いろんな御意見伺う、そういう手順にしたいと思いま

すものですから御承知おきください。よろしくお願いします。 

では、ただいまの人穴小学校の校長さんの説明について、何か御意見、御質問

ありましたらお願いします。 

ありがとうございます。特認校制度をスタートして、先ほど校長先生からお話

お聞きしたように、やってみて初めてそこに問題点が見えてくるということは、

それは見える化ではないのですが、よかったかな。ただ、その問題点をそのまま

にしておくということもできないので、今後その問題点をどのように解決してい

くかにかじを切ってやっていく、または教育委員会、または関係部署とも連携を

取りながらやっていくという方向を今後見出していかなければならないかなと

いうふうに感じました。 
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また、議題の中で業務改革というお話を委員の皆さんから御意見が出ていまし

たが、実際に今業務が結構逼迫していると。特に特認校という特殊なことを進め

てく中で、そこに仕事量が増えてきているというのを聞いたときに、そこをどう

するかということを踏まえて今後、地域と学校と協議を進めていく中で問題点と

いうか解決策が見出せるかどうかというところは難しいところだとは思います

が、今のお話を聞きまして、問題点が明確になったということは大変よかったか

なというふうに感じました。 

以上です。 

ありがとうございました。 

では、続いてお願いします。 

今の話をお伺いしまして、最初に名前を呼び合って、食を共にしてというとこ

ろで、とても児童と向き合って生活をしてくださっているなというふうに感じま

した。ただ、業務内容に関してはかなり多くなっているというところで先ほどの

改革の件が出てくるのかなというふうに思います。状況は学校運営協議会や保護

者の方と共有しているということでしたけれども、保護者の方が主になってこう

いったものも作っていらっしゃるということですし、どの程度学校の中にその保

護者の方が関わって役割を担っているのかなというところを知りたいなと思い

ました。 

ありがとうございました。 

質問でよろしいでしょうか。 

どうぞ。 

現在、推進員さんは２名いらっしゃいます。１人は、昨年卒業した子の保護者

でＯＧになります。そして、もう一方は現在お子さんが通っている保護者の方に

なりますけれども、そのお母さん２人が推進員として、こういったチラシ作りで

あったり、ホームページへの掲載であったりということを学校と相談しながら、

こういった内容で載せていいかなということを確認を取りながら進めてくれて

おります。 

一方、先ほどコミュニティ・スクールがという話がありましたけれども、学校

運営協議会が今年度からスタートしたものですから、実は第１回が６月６日に行

われたばかりで、そこには区長さんであったり、町内会長さんだったり、ＰＴＡ

会長さんだったりが入っております。その中にまた推進員さんも入っていただく

という形で、特認校がスタートしたわけですが、こういった課題が見えてきてい

ますよということで、今後の人穴小学校な在り方としても、統廃合が進むときに

どういうふうな方向でいったらいいのか、あるいは特認校を継続して、ここはこ

こで単独で進めていくのか。そういった中でも、人穴の子たちよりも他地域の子
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たちのほうが大勢になってしまったりだとか、そういったときに人穴がこれまで

やってきた集いであったり運動会というものの継続はどうなるかという、そうい

ったものを含めていろいろコミュニティ・スクールの中で話をしていきましょう

と。ただ、継続する以上は、人穴のこれまでの歴史というか、積み上げてきたも

のを核として、そういったものを他地域から来ていただく方たちにも価値あるも

のとして学んでいただくという形で進めていくのがいいのかなということで、そ

ういったコミュニティ・スクールの中に推進員さんに入っていただいて、みんな

で考えていきましょうという形でやっております。 

今のお話でもありましたけれども、小規模特認校の制度の利用と、それから今

教育委員会全体で取り組んでいます小学校の統廃合の話というのは、やっぱり切

っても切り離せない問題だろうと思うのです。見方によっては、今までのような

学区を守って議論しても成り立たない状況になっていると。ある意味、学区の流

動化というのですかね、そういうことが起きている。そうしないと少子化に対し

て対応できないという現実がもう迫ってきているというふうに思われます。そう

いう中では、人穴小学校のＰＴＡを中心にしたサポーターの皆さん、あるいは学

校当局の校長先生以下皆さんの努力だけに任せておいていいのかという話にも

なると思うのです。例えば今の話、校長先生の話ありましたけれども、具体的に

窓口をどうするのかという話で組織化という言葉を使っていらっしゃいました

けれども、例えば富士宮市の小学校全体に対して特認校のような特徴を持った教

育ができるようなシステムをつくっていく。そのためには、特認校の窓口は教育

委員会の組織の中につくると。各学校に任せないで、窓口は教育委員会が担うと

いうようなことも一つの方法ではないかなというふうにも考えられます。つまり

人穴の努力を統廃合の問題をかぶせて、せっかく複式を解消する方向に向かって

いるのに、その努力が生きないような形になってしまってはいけないと思うので

す。そういう意味では、一つの小学校の責任において任せるのではなくて、教育

委員会全体として、市全体としてどれをどう取り扱うのかということを考える時

期になっているなということを感じたところです。どのような方法がいいのかに

ついては私自身まとまっていませんけれども、ぜひまた教育長を中心にそういっ

た議論をさせていただきたいというふうに思います。 

ありがとうございました。 

それでは、続いてお願いします。 

校長先生は、令和４年の最後の教頭先生でいらしたという認識でよかったです

よね。本当に望まれてこの地にまた改めて赴任して、地域の人々との関わりも非

常に密で、よい校長先生としていろんな声に耳を傾けながら学校運営ができると

いうことでとても喜ばしく思っているのですが、今年度コミュニティ・スクール



 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人穴小学校長 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員 

市長 

 

 

 

市長 

 

教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を始めてというふうにお話を伺ったのですが、西富士中学校に私も赴任していた

ので、土日含めて。この地域は入植歴史文化があって、牛魂祭等に土日呼ばれて

牛の御魂を、命をいただいているということで、お坊さんが来てお線香をあげて、

その後なおらいをしてなんていう文化が残って、そこで芸能披露があってという

盤石なコミュニティが既にあるわけです。それを、今お話をしてくださったので

すが、コミュニティ・スクールが基盤となってということは本当に大事なことで、

その中心にある学校をいかに地域の人が大切に思っているかというのはひしひ

しと感じていらっしゃるのではないかなというふうに思いますので。また、今赴

任して、お感じになっている保護者の方々のお声というのはどんなものか１点だ

け。 

この間の学校運営協議会の中でも話は出たのですけれども、断固統合に反対だ

とはみんな思っていないのです。ただ、特認校制度としてこうやってスタートし

たからにはある程度この学校のよさというものを、思いをちゃんと残して継承し

たいというのがありまして、他地域の子たちが多くなっても、それでもやっぱり

人穴小としてやっていきたいというようなことは、保護者会が別で臨時に開かれ

まして、私たちは知らなかったのですけれども、現在の保護者の中では、もしそ

うなったとしても、できるだけ特認校制度を利用して、ほかの子たちを受け入れ

てやっていきたいという思いが今は強いというような状況です。 

ありがとうございました。また後ほど。 

それでは、校長先生ありがとうございました。先生方ありがとうございました。 

これで移動しまして、教室の授業の様子を見させてもらって、また戻ってきま

して、そして最後の締めくくりをしたいと思います。よろしくお願いします。 

（移動 教室（授業）見学） 

それでは、ただいまは人穴小学校の複式学級の授業の様子を見させていただき

ましたが、皆様の御意見、御感想をお願いしたいと思います。 

ありがとうございました。授業の様子見て、教員の大変さを皆さんが感じられ

ていらしたようですので、主体的に学ぶ姿勢が日頃から身についていないと、教

員だけの努力ではなくてこどもたち自身が今課題が何かということをきちんと

認識して学習が進められているのだなというふうに感じました。６年生の児童が

１人だったので、先生がいないときに何をしているのと声をかけたら、今何をす

べきか、何を考えているかきちんと説明ができていたので、１人ですし、こども

たちの声が響くのですけれども、自分がやるべきことをきちんと意識して学習が

行われていたのがすごいなというふうに思いました。どうしても国の基準がある

ので、教員の数を増やすわけにはいかないというのは分かっているのですが、や

はり本当にその基準が今後もし緩むことがあるとしたら、こどもの数が減っても
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教員の数が増えていかないのではなくて、今日も見て、できたら１クラスという

か、１学年に１人教員がいたら教員の負担は減るのだろうなというふうに思った

ので、市採用で教員を増やすなんていうところもあるようですけれども、そうい

う何か工夫をしなくては、国が努力すべきところ、県が努力すべきところそれぞ

れあるのかなというふうに思って見させていただきました。 

先ほど校長先生の御説明の中で、こどもたちの縦割りの旗もあったのですが、

意見をきちんと採用して更衣室を造ったよなんていう説明があったのですが、こ

どもの声に耳を傾けて学校をよりよくするという取組はとてもすばらしいなと

いうふうに思っていまして、こどもの権利条約等を批准しながらも、いまだに日

本の中には女、子供が何を言うかみたいな考えが政治家の間でも残っているよう

な気がするので、小さなこどもたちの意見に、あるいは弱者の意見に耳を傾けて

よりよい環境を整えようとする、その人穴小学校の教員集団の姿勢もすごく今日

は勉強になったような気がします。ありがとうございました。 

コミュニティの部分については、コミュニティの力をさらに充実したものにし

て、特区申請については富士宮市が注目しているだけでなく、全国もやはり注視

しているところだと思うのです。統廃合が全国的な課題だと思いますので、ぜひ

またこれからいろいろ保護者と一体となって、よりよい学校づくりに努めていた

だけるとうれしいなと思います。ありがとうございました。 

ありがとうございました。 

ありがとうございました。先生の負担というのは半端ではないなということを

感じたところです。そういう中で、我々は複式学級の解消を目標にして統廃合の

議論を進めてきているわけですけれども、今の話にありましたが、１人クラス、

今回６年生が１人という。複式にしたにしても、１人で学習をすることと２人以

上で学習することは全く違うというふうに素人でも分かるのですけれども、複式

学級解消もさることながら、学年１人という、それを解消することも大切なこと

ではないかなということを感じました。これについても、恐らく文科省はじめ方

針がどこかで示されていると思うのですけれども、もし分かりましたらぜひ教え

ていただきたいというふうに思います。 

それと、図工の時間を見せてもらったのですが、最近はべたべたするのりは使

っていないのですよね。今回の授業だけかもしれません。セロテープで貼ること

をやっていましたし、はさみは各自使っていましたが、ホチキスは先生が管理し

ていると。危険性があるので、そんなふうになさっているのかなというふうに思

うのですけれども、行き届いた対応をしていることが分かりましたけれども、随

分さま変わりしているなという感じ、僕たちの時代と、あるいは自分のこどもた

ちの時代と変わっているなということを感じました。 
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以上です。 

ありがとうございました。 

先に、先ほど校長先生もおっしゃっていた一人一人の名前を呼ぶことと食事を

すること、給食をみんなで一つの部屋で食べているという環境もすばらしいなと

いうふうに思いました。写真も皆さんの写真が飾ってあって、誕生日を祝ってい

る風景が頭に思い浮かぶような感じがしました。 

授業に関してなのですけれども、皆さんおっしゃっていたように、複式の授業

があんなにも先生方が大変なのかということを改めて知ったというようなとこ

ろです。２学年、指導案なんかも時間帯を配分しながら指導案を作っていらっし

ゃるということでしたので、先生もかなり頭をフル回転しながら１時間の授業の

中でも取り組んでいらっしゃるのだなというふうに、かなり負担があるのではな

いのかなというふうに感じました。授業だけではなく、その他の業務もあると思

うので、やはり先ほどの内容に関わってきますけれども、なるべくうまく業務が

振り分けられるようにというか、少なくなるようにというか、そういった取組を

していただけたらいいなというふうに感じました。 

ありがとうございました。 

ありがとうございます。今日見学させていただいて、こどもたちの授業を見さ

せていただいた中で、こどもたちの笑顔というのはどこの学校も同じだというこ

とを改めて感じました。ただ、その授業を教えている先生方、教諭の負担につい

ては、初めて複式学級の授業を拝見して、ここまで大変だということを改めて認

識したところです。あと、先ほどのときにもお話しした環境のすばらしさという

中で、外の芝とかいろいろ目に入ってくるところ、本当によく整備されて、先ほ

ど校長先生にお聞きしたら、先生を退職なされた方がここに来てやってくださっ

ているのですよというお話を聞いたところ、学校というのは、先生方、地域、そ

してそれを取り囲むいろいろな方々が支援してくださって一つに成り立ってい

るのかなというのを改めてまた感じました。こういう定例会とかいろいろなとこ

ろで学校というのはコミュニティの場所であるというふうに何回もお話が出て

いますが、人穴小学校にお邪魔させていただいて、それを再度認識したところで

す。 

以上になります。 

ありがとうございました。 

それでは、時間まだあるのですけれども、ここらで締めまして、最後に教育長

からお願いいたします。 

この会議が始まる前に教育委員さんと高校の再編ということが話題になって、

６月５日に富士宮市内の県立高校４校で合同体育祭を開いたということで私見
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に行ったのですけれども、こどもたちと生徒たちがすごく生き生きと目輝かせな

がらやっていたのはすごく印象的だったのです。中心となって進めているのは北

高の小谷校長先生が、当然これからの公立高校再編ということも見据えてという

ことでそんな取組をしているわけですけれども、これ静岡新聞ですけれども、そ

の校長先生のコメントが再度載っていたのですけれども、こんなことが書かれて

いました。生徒が船出する社会は、気が合う人とだけ一緒にいられる空間ではな

い。学校の枠を超えて多くの人に出会い、自分の成長に何が必要かを考えるため

には集団の確保や学びの選択肢が必要だということが書かれていたのです。その

コメントと、今日人穴小のほうに伺わせていただいて、小規模特認ということの

視点で見たときにメリットとしては、地元ではないような子たちが来ることによ

って、多様なこどもたちということで、その多様な価値観に触れることができる

ということがメリットかなというふうに思っています。さらに、その先に複式解

消につながれば、本来だったら今回１年生がそれだけ入らなければ、１、２年生

の複式みたいな形になったところを１年生も２年生も単級という形が取れたと

いうことは複式解消につながったということのメリットかなというふうに思っ

ていて、それによって先生たちの当然、もしかしたら１年生、２年生で複式をや

るというのと単級でやれるというのは全然やっぱり負担感が違ってきますので、

そういう意味では小規模特認が複式解消につながって先生たちの負担軽減にも

つながると、先ほどの業務量管理、実施計画ともつながってくるのですけれども、

そういう環境が設定できればメリットかなというふうに思っていて、逆にデメリ

ットというところで考えると、ほかから来るというのは諸刃の剣なのですけれど

も、冒頭、校長先生のほうからＰＴＡの方の活動なんかも協力していただきたい

というのを条件に入れてもらいたいというお声もありましたけれども、いろんな

地域から来ていますので、こどもたちもそうでしょうし、親御さんの考え方も違

うという中で、これから継続していくということはそういうこどもたち、保護者

の方が年々増えていく。もしかすると地元の子たちよりも、そういうほかから来

る方のほうが多くなっていくという状況があったときに存続すべきかどうかと

いうのは今後の課題だと校長先生もおっしゃっていましたけれども、やっぱり保

護者のより一層の学校への協力とかまとまりだとかというものがこれから小規

模特認を進めていく上での、こどもたちだけの問題ではなくて、そういうことも

考えながら継続するのか、ここまでというふうにするのかということは、地域、

保護者の方とも含めて進めていってほしいなというふうに思っています。 

昨日、学校の再編計画の策定委員会が第１回目開かれまして、そこで冒頭の挨

拶で、これから進めていく上では、平たんな道ではなくて、たくさん障害があっ

てそれを越えていかないと再編というところにつながっていかないだろう。た
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だ、そういうときによりどころにしてもらいたいのは、この計画というのは、や

っぱり一番は富士宮のこどもたちにとってよりよい計画になってもらいたい、そ

れが一番のよりどころにしてもらいたいということをお話をしました。昨日は言

わなかったし、いろんなこどもの未来を考える協議会みたいなところでも話はし

ていないのですけれども、私がもう一つ大事にしたいのは、こどものよりよい計

画であってほしいという次に来るものは先生方にとってよりよい計画であって

ほしいということが、保護者の声、地域の声よりも、私の立場的なものもあるの

ですけれども、そっちのものをやっぱり大事にしていかなければならないなとい

うことを考えています。再編の話で地域に出たときに、ある保護者の方が、こど

もが１人になっても学校って存続できるのですよねという話をしました。先ほど

教育委員が、今日も６年生１人、あの状態ってどうなのかと言ったときに、１人

解説というのはどうなのかって。できるかできないかといったら、できます。そ

れはこども１人いれば、教員とか学校としては存続できるのだけれども、それが

果たしてその子にとっていい環境なのかどうなのかというのは別問題ですよ。本

当にそれを保護者、地域の方が望んでいるのですかって。こども１人で学校開設

して、学校を残してそれがいいのですかというのは言いたいところですけれど

も、でもやっぱりこどもにとってとか先生にとってと考えたときに、よりよい再

編計画を策定していかなければならないなと。人穴小の小規模特認もそういう視

点で考えていかなければならないなということは思っているところです。そんな

ことを今日の訪問で私自身感じました。これからも人穴小学校は、教育委員会と

してもしっかり見守っていきたいなという思いでいます。 

以上になります。市長、ありがとうございました。 

 どうもありがとうございました。皆さんからいろんな御意見いただきまして、

そして大変参考になりました。しかし、今抱えている少子化の問題、これは避け

て通れない問題で、また学校再編の問題についても避けて通れない問題でありま

す。いい面もあれば悪い面もあれば、いろんなメリット、デメリットあると思う

のですけれども、行政としても、また教育委員会としても、何とかしてこれをや

り抜いていかなければ前へ進めないということもありますものですから、皆さん

方の意見を参考にしながら、富士宮市のあるべき姿を追求していきたいと思って

います。 

最後に、私のほうからまとめをさせていただきます。本日、複式学級の授業の

様子を拝見して、こどもたちが異なる学年の仲間と学び合う姿は非常に印象的で

した。担任の先生が２つの学年の進度を巧みにコントロールしながら、こどもた

ちの主体的な対話を促す技術にも深く敬意を表するところであります。 

一方、複式学級には教員の負担の大きさや、同学年の仲間と切磋琢磨しながら
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行事等に取り組むこと、集団活動が限られるといった面があることも伺っており

ます。こどもたちの教育機会の均等と質の高い教育環境の確保は、行政としての

重要な責務と思っております。今年度、教育委員会では富士宮市立学校再編計画

を策定することになっておりますが、単に規模の適正化だけを急ぐのではなく、

これからの富士宮市を担うこどもたちにとってよりよい教育環境が提供できる

ような計画にしていただくことをお願い申し上げ、私のまとめの言葉といたしま

す。 

なお、本当に今日は、百聞は一見にしかずで、私も複式学級は初めて見させて

もらって、いい勉強になりました。最近テレビで「ポツンと一軒家」というのを

やっていますけれども、山の上から麓の学校へ行くのに１時間も２時間もかけて

往復を、３時間、４時間ですね。そういう環境の中で育った昔の人たちは、体力

的にも精神的にもいろんな苦難に打ち勝って、立派に育って生きてきておりま

す。そういうことを考えると、なかなかいろんな問題もありますけれども、やは

りこどもたちにとってどうしたらいいかということを考えてやるのが私たちの

今に生きる人間、また将来を担うこどもたちのためにやっていくことが使命では

ないかというふうに思っておりますものですから、私たちも行政サイドとして頑

張っていきたいなと思っています。 

以上で本日の議題についての協議は終了いたします。よろしくお願いします。 

 

３ 閉  会  午前１１時１５分  

発 言 者 内  容 （ 要  旨 ） 

教育総務課長 

 

本日は、長時間ありがとうございました。 

以上をもちまして令和８年度第１回総合教育会議を終了いたします。 

 ありがとうございました。 

 


